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蚕桶な朗とLいて多月〕した養殖ゴイに背こけ脚光勇乙が発生することはよく知られている。横手  

（！967），YoKOTE（i970）ほ【至Ⅰ然発竺】三の背こけ症状の病魚を翻【l粧検討し上その春男が糖尿病である  

ことを明らかにした。筆者らはこれまでにコイの背こけ症状と同様に佃時の著しい媛削な示すブリ  

の病魚（掛目ら，1980）とトラフグの病魚（延東ら，1979）を調べ，それらの本肇‡が栄養挽ミオパ  

チ岬であることを明らかにしてきた。これらの外見的に似た症状の疾病な比較検討する意味から，  

東研究ではマゴイに変敗輔な演劇膵憾膏して背こけ症状を発現させ，時間経過笹伴う症状の変化を  

ふまえて，発柄魚について病理組織学的検討な行った。以下にその結果の群朝匿∴いて報告する。  

材料および方法   

供試した蚕痛恨水で湿らせた衡‡‥Vl光に数＝間さらして変放させた。この変敗脈からソックスレ  

岬の矧妄簸でエチ ルこに・一叫テルにて油分な抽出した結果，鵬は約4％の油分を含有し，批Hき頗£粘粥で，  

その過酸化物価ほ約うm耶′ノ】咽（レ州法改良法）であった。供試魚は平均体貌94gのマゴイ10尾で，  

wヒ述の変敗蛸な体温の約l％の割付ご授与し，800毘の水魚で，止水にて飼暦した。飼育期階ほ約12  
ヶ月間で，換水は適時行い，刹紺こほ加温することにより，期間中の水温を20～270Cに保った0  

体長と椎砥の測定は70Ⅰ用ごとに行った。飼育嚢級開始から7ケ月目に2胤背こけ症状を発胡し  

た8ケ月附こう尾，瀕死状態になったほケ月後に3尾をそれぞれとりあげて，観察に供した0各供  

訊魚ほ剖検綾，lう％ホルマリン水，プァソ液あるいほカルノ㌢液で固定し，常法に従ってパラフィ  

ン切片な作製した。染色はマイヤーのへマトキシリン・エオジン染色，PAS反応，アザソ染色，臍  

タングステン酸ヘヤトキシリン（PTAH）染色，ズダソ㌔錘染色，チール・ニルセン染色，ベルリ  

ソ轡染色，塩矧幾フクシソ染色，アルデヒドフグシソ染色，ワイゲルト線維素染色，コンゴー赤染  

色，メチル薫染色，アルシアン督染色（l）H3），ボディアン染色，クルコ∴匝㌧パ∴血ノベレラ艶色，ビク  

トリア常・酸性フクシソ染色を【鋼勺に応じて施した。また，暗視野螢光麒徽縫紋察も併せて行った。  

結  果  

肉 眼 的所見   

供試食の成長ほ悪く，飼麿傑廉から7ケ月日の相貌率は供か1．4vでしかなかった。8ケ月目にほ  

全ての供訊魚に背こけ症状と体貌の絨少傾向が認められた。それちの病魚は背部の峻別と肝臓の軽  

度な射行を示していた。i2ケ月附こは，残っていた3尾ほいずれも娼幹の塵㈲が著しく：衰弱して  

水槽底に闇止したままであり，瀕死状態にあった。漸死魚の体側筋ほほとんどの窮線維の消失の  

た捌こ透明化しており，旧瀾甚増減ほ灘沌，鯉の髄色，腎臓の臆大と白色化も併せて観察された  

（Platel…】）。  

病理組織学的所見   

背こけ症状の発卿測ほその程度から疾病の段階な区分し，それぞれの段階の病魚の病理縮挽学   

＊コイでは外見的に体の曹机部に麒署な塵捌な示す疾柄を背こけ柄（Selく01くe disease）と呼称してきた。背  

こけ病と呼ばれる疾病の検索の結当主，糖尿柄う≠f三のもの（Yolく0り－！ヨ，1970）と筋ジストロ■アィ｛によるもの  

の（AoE〟～〟／．，1972）などが誌窪められている。筋ジスいコフィーという名称は現在でほ原閤不明の難魔   

性の妨疾．弧に限られて呼称されており，AoEら（1972）により示された疾病ほ，蔓緩着らの貰う購紺ミミ勇一  

パチーの穐ちゅうに入ると讃－えよう。したがって背こけ柄の取り掛、に混乱を起こさないた捌こ，背こけ   

柄の呼称は【‡‡然発症粧尿病ゴイにのみ磯潤し，その他の原灘匿㍑る件の背側部の塵別を〕三枚とする疾抑こ  

対しては埠に症状としての表現に直隠 背こけ症状（Se如1くeOSis）と称したい。   
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的特徴をまとめると次のようになる。  

仁 初 期（軽症例）   

背こけ症状の発現の約1ケ月前にとりあげて供訳した2尾がこの段階こあり，主に体側筋の白色  

筋組織をこ限って節線維の壊死が散見された。肝封咽包ほ雛原を慮富に貯蔵しており， 他の線済灘絹’に  

は特記すべき興常がみられなかりた。  

2，進行期（申症例）   

飼育開始から8ケ月馴こ肉‡眠的に背こけ症状の発現が雅章£悪されたう尾ほいずれもこの進行期陀屡  

分された。  

a，骨格筋組織：いずれの病魚も体側筋の！∃色窮臥絶に著しい退行性病変を起こしていた。その  

退行性病変は左右の体側にほぼ何程現庇われており（l）1atel酬2），易酎雛l；から尾部のほぼ全域の  

筋節に及んでいた。隣組維の退行性病変ほ，単純萎縮，肉粟塊の出現を伴う萎榊，縦裂，硝子化お  

よび壊死であり（PlatelV州う），そのうち，童顔露の激しい番線維ほ変形したり，断裂して，細く  

細い線戯となっていた（Pletel00司‘）。その細く短くなった筋線維ほ横紋を明l僚に残しており，  

あたかも再生筋線終に似るが，PTAIl染色で染色性が低下しており，その点で退行像であること  

がわかる。壊死は正常に近い太さの餞線絃や上述の萎縮ぎ隣組維にも起こっており，それらの多くは  

食緋胞の愈食処理な受けていた。こうした退行性病変の跡潜な鷹組織の問質にはマクロファージを  

伴った線維他紙合織の増殖が進んでいた。なお，体側筋の血合筋凝ハを琉，象終動筋組織，組敷骸組．純な  

どの新組織では退行・軋病変の程度ほ比較的軽かった。   

脊髄神経節に小甘形細胞の浸泄がみられることもあるが，一部のものに限られていた。神経節の  

神経細胞と神経線錐，脊髄，職級神経，および退行性病変の繋い、筋組織内の末梢神経線維には特  

記すべき興常はみられなかった。  

b．内臓緒器官：肝臓の対質細胞でほ貯蔵糖原の滞少がみられるが，退行性病変ほ著明ではなか  

った。セロイドや血鉄案の沈着が進んでおり，それらを禽食した細胞が，肝臓実質都内に散偏する  

ほか∴隊肱の脾髄瀞灘憐憫し 肝阿頼りび脾内の膵小薬な含めた膵小薬周囲給食織内，腎臓の造血蘭  

織内と集尿管周囲凝合繊などに浸潤，東厳していた。また，腸の吸収上皮にはセロイドの微細膜粒  

の沈潜がみられた。セロイドほパラフィン切片において，i）AS反応，塩基性フクシソ染色，ズダ  

ソさ澱B染色にいずれも陽性となり，チール・ニルrヒソ染色で弱～淑抗酸性を示し，螢光顕倣縫紋察  

で窮色の螢光な発する性質があった。   

なお，腎嚢欝，膵細胞とランゲルハンス島，詣那馴泉，心臓，粧，眼球の綱i莫と鵬捌蕉，および照  

の赤腺などには異常がみられなかった。  

3．終末期（重症例）   

飼育開始から12ケ月後に折著な轡こけ症状を呈して瀕死状態になった3尾がこの範ちゅうにあっ  

た。  

a．骨格筋組餓：体側筋の白色筋組織と血合筋経と絶をはじめ，鰭動解組織や組敷鱗組織などの骨  

格膳恕も織ほいずれも激しい退行性病変を起こしていた。なかでも白色筋組級の病変ほ激しく，極度  

に軍縮した節線維がわずかに残存するのみで，ほとんど線維性凝合織に経きかわっていた（Plate  

】トー1，Plate 籠血2）。このような霧霧組織内の鮒小血管の周囲には多数の小円形細胞が基族し，  

代償性増飛した挽雄性結合織内にほセロイド禽食射梱包やマクロファージが浸潤してい た。また，筋  

組織内の末梢神経線維や側線神経には特記すべき輿常はみられなかった。脊髄神経節にほ小円形細  

胞の増加がみられるが，そ町神経細胞や神経線維の輿常はほとんど観察されなかった（i）iateli叫  

3）。   
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b．内臓滝部官：どの症例の肝臓でも，実質喜寿椚泡は貯蔵糖原を消失し，セロイドの微小根粒の沈  

着を示していた。郡錮競では1ヱロイドと血鉄索を禽食したマクロファージが劇場綽射こび慢的に分布し，  

その大小の集塊が脾魂静脈瀾儲匿形成されていた。肝臓および脾臓内の膵小薬，髄膜内の朋小薬の  

周廷馴旨肪織にはセロイド・血鉄索貪食鍬1包の集厳が顕著で，そのため膵小薬の圧迫萎縮もみられた  

（PIate】‡…月′）。上記の色魔眉食細胞のうち，ヰ川イド貪食鮒胞のほうが卓越していた。J馴、案  

内のランゲルハンス払には膠隻変ほり私られず，その内のβ細胞笹も特記すべき異常は掩蘭できなかっ  

た（Piatel卜岬う，…－－1）。   

腎臓では腎爽欝の退行性変化と造血組魔の減数袈縮が顕著で，その大半が，膨しい数のセロイド  

食食抑胞を伴った結合織や牌”ノぎ穐をこ置きかわっていた（PlatelⅥ…仰2）。腎小体にほ壊死や崩壊か  

ら消失に至る変化（Plate…叫3），糸球体毛抑血管の銅製を伴う拡張（Plate‡暮ト4），糸球体メ  

サソギウム基質の水腫慄風潮（Plate…仙5），メサソギウムの増殖滋伴うび慢性糸球体破化（Plate  

粧血1，2），ボウマソ塵周囲の硝子化（Plate117…血3）などが楷徴であった。上記の糸球体の障沓  

をもつIi針j、体はポウマソ嚢去ら底膜の肥厚や嚢周囲の線緋化も併せて起こしていることが多かった0  

ボウマン褒周囲の硝子化が麒著な腎小体ほ萎縮の傾向が強く，；臥ヒ皮と糸球体との癒潜，糸球体の  

崩壊，l馴＼附至‡身の硝子化などの諸変化を伴っていた。その硝子物質ほエオジン好性，アザソ染色  

で赤色，ワン・ギーソソ染色で鶉赤色，アルデヒドフクシソ染色で紫色，PAS反応弱陽憾∴ コン  

ゴー赤染色でj登色，ワイゲルト線維素染色でヨ一案反応を蔓するが，アルシアン管，クリスタル柴，  

メチル紫にほ反応しなかった。尿抑管にみられる変化としてほ，上皮の萎縮と管脛拡張，上皮剤胞  

内への糖蛮自体やセロイドの沈潜（Plate11√仙4・），尿円柱の形成（Platelト刷づ），上皮の壊死と  

剥落が特徴で卦った。そのうち尿門柱をつくる物慣は，PAS反応で弱ないし強陽性，ズダソ黒B染  

色，アルデヒドフクシソ染色，アルシアン脊染色でともに‡馴染，クリスタル紫とメチル紫淡色でメ  

タクロマジアを呈した。悪た腎芽細胞の増生，少数の紺小動脈の硝子化もみられた。頸憫では造血  

組織にセロイド貪食細胞の集族がみられるが，間腎瞼にほ輿常ほ観察されなかった。   

心臓では心窮線維に興常は‘私られないが，セロイド会食細胞の浸潤が心筋層や心内膜にみられた。  

しかし，粧薄板，眼球の網膜や脈絡膜，螺の赤陳などの細小血管や毛細血管には埴離すべき興常ほ  

指納できなかった。  

考  察   

変数した義姉な長灘購憾与することによって発現した背こけ症状の主要な病理弧織学的特徴は，  

全身の骨格筋組織に起こった退行性病変，セ牒イドと軋鋏索の沈蘭寓よび腎臓障額であった。その  

うち，骨格筋粛減の病変の特徴ほ，厳線維の種々の退行性変化がほぼ全身性にび慢的に発現するこ  

とであった。また，そのような解約穐をま閲する神経系に異常が指摘できなかった。以上の特徴か  

ら，骨格筋組織の病射jこミオ／ミチー（力別馴染筋疾患）（CARL，ど£〟／リ1973：脚晦ら，Ⅰ977）と判断  

される。なお，糖尿病に相磯する．雛済執£神経障溶性の筋萎縮ほされており（鬼頭，1980），明らか  

に興る。同様の筋組織の退行性変化はビタミソE欠乏条件で酸化魚油を投与したコイヾ■（AoEピ£〟gリ  

1972）のほか，トラフグ（延麗ら，1979）やブリ（窪‡二日ら，1980）にもみられている。また，杉井  

ら（1968）は蚕桶で嚢殖されたコイに‡至】然発生した背こけ症状の魚のビタミンE含盛を調べ，麓組  

織内のどタミソE含盈の減少な認めている。 ミオパチーおよぴセロイド症ほどタミンE欠乏や酸化  

油の彩糾こよるとも貰われている（平井，汚73）。今ー－＝｝Iの賽験で用いた蚕頗酎ま東郷蜘こ劣っているこ  

とが嚢験魚の成長不良から判断され，その病飽に発現したミオ′ミチーはビタミソEをはじめとする   
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必須栄養素の欠乏により○、き起された栄養性ミオパチーと考えることができる。   

馴殺陣執よミオパチーの進行期の段階ではほとんど認められサ＼澄潅．織の大壬陶ミ消失に至った終  

末期の症例に限り顕著であった。そのうち，PA㌻反応闊劇物質の尿門槙形成や岡憐憫軽減闇管上  

皮細胞㈹への沈着などほ糖尿の発生を示唆する。尿細管の障肇のほか上肢鑑膜の肥灘地層巧糸球体  

のび慢性硬化は，胡手（1967，197う），YoKOTI三（1970）による」葵】然発生糖尿柄ゴイの所見に酷似し，  

ヒトの糖尿病（矢島，；9う1；木下ら，ほ78；平出，膵80）にも見出されている。しかし∴本症の腎  

臓障額ほ糖尿病性腎障害の特徴とされる結節憾糸球体班化や渉胡性病魔（fil）1■illCal〕SやCaPSし11ar  

dropの形成）はみられなかった。また，び慢性糸球体硬化をはじふり腎小体の線純化や硝子化およ  

び焼死，尿紳管および間督の荒廃は慢性型腎炎の時徽（矢島，195i；ALLl‡N，1962；木下ら，1978）  

とも－・致する点が多い。この様に本症の腎縫陣営ほ腑灘瀦性腎痘とも似ているが，ランゲルハンス  

島のβ舶＝泡に特記すべき輿常がなかったことも考え併せると，慢性型腎炎と判断するほうが妥当と  

貰える。尿円柱および腎小体に沈着した硝子械体ほ，その染色懐から，糖，脂鸞‡，享】ま痙瀾の複合体  

と判断され，複郷な物撃汀℃謝障薯の発現が推察される。体の大半の横線維の消失という激しい鮪組  

織の陸軍が物質代謝を撹乱させ，腎奨質の排出機能に障肇を及ばすことほ充分考えられる。また，  

川絆（】96i）は脱脂および非脱脂の蚕棚（21％油分含有）をニジマスに投与し，いずれの場合も尿  

細管腎症の発現を認め，病変紆粗度は非脱脂蚕蠣な投与した魚で著しかったと報合している。著者  

ちも次報で述べるように，蚕桶油を投与したコイに腎臓済嘗の発現を，ビタミンEの添加によりそ  

れが予Ⅰ彷されることをそれぞれ認ギ）ている。上記の事案から，腎臓箪掌締こ箋削涌の含有する脂質が関  

与しているとも推察される。この点についてほ今後さらに検糾したい。   

以上述べたように，変敗蚕踊を牧瀬したコイに発生した轡こけ症状は栄養性ミオパチーをヨーち本病  

徴としていた。  
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Explirnation of Plllte I 

Fig．1．A carl）u11（‡即酢）ing sekoiくeOSis after fee（ミiI唱 Onl◆ancidl汎1】）ae Of tl－e S川くパVOrm for  

ab（川仁 twe】velTlOnt】1S． T】1e fisllIlaS ‖1e t】linl〕0（1y accon叩anylng tilelTほu■1くedly  

atrol）Ilie（1bac‡くand sligllt eXOPlltllaill10S．  

Fi臥 2．A cross section of tlle baclくOf a引潮1un（lergoi11g Selく01くeOSis after fee（1ing for seven  

111011tllS an（lbeingln an a（1va】1Ced stage of the disease．1、helateralwlliteIⅥしISCし11ature  

exhibits extensive myoI）athy symme仁ricaliy．A】1myomeres ofthe wllite musculature  

ex王1il）iと difftlSe a】仁erations of nltlScle fil〕erS．’rhe red111tlSCulatし1re SIlOWS 王10t SO mtlCll  

extensive dalnage．Agan stai11，×呈0  

Fig．3．Along主軸dinalsecとion of t‡lelateralwllite nluSCtllattll●e Of the aく王Ⅴ鋸－Ce（lcase．All  

汀＝1SCle fibe】・S1111de三・gO SiIl叩Ieatl・0Ⅰ）lly，Si）littin軌11yalinization andlleCrOSis．NecI■0【ize（l  

fibel◆S arei‡1Vaded bylllaCrO‡）hages． て、lleintel◆Stitialconnec亡ive tissuei17itiates a  

COn叩enSativeI）1・OdtlCtio11．Azan sとa；n，×ま60  

Fi臥 4．A（1etai10f tlle W王1iteIlltlSCし1iattlre（〉f an advanced case．MosとOf tIle nluSCle fibers  

ex】1ibi亡Sil叩1e atro】）hy，Sl）1ittir膚 an（1necl・oSis．One fiber ヱⅥaintairlS a nOI嶋nlal－1iまくe  

figure．A亡】・Oi）11ic fibers al◆e SeParate（1fronlthe sarcoie111ma．StI■o11g王y atl・01）hie（lfibers  

exilil〕iヒCentl－alnucleation． A necl－otized fiberisinvaded by nlaC王●Ol）ll主唱eS． Tlle  

interstitialtisstlei王1itiates aI）rO（1tlCt喜o11．Bodian stai11，×200   
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Plilte I  
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Explaniltion of Pl札teII  

Fi臥1．Ålonguttldiれalsection of the bac】くOf an－01・iI〕und fisI－afteI・tWelveユⅥOl－t糞－S feeding†  

r11thclatel・alwhite musculature，mOSt Ofthe musclefibersarelostand smailnumbers  

of tiIly fibe王・S StlrVive（l．Åcolmi）enSa＝vei）rO（luction of fibrous tissueis exte11Sive．  

S王れalll・Otlnd ce11s aIl（lceroid－ladenlれaCrOPhages are accuIllulated arounこi抽e vessels．  

Cei・Oid・1a（lenIⅥaCI■0Ⅰ）ll昭eSinfiltratei】1tO仁11eintel・Stitial栂sue．Åzan staiIl，×200  

Fig．2．Å（1eriiof tIle Sa111e muSCulature．Ti】1y】nuSCle fiberearein仁ens；vely atropllied and  

arel）rOgreSS用g tO disaI叩earanCe． So王11e tiny fibers unde柑011eCrOSis， A co11叩e－  

nsativel）rOdtlCtion or fibrous tissしIe an（linfiltl・ation of cel・Oi（トIa（】en macl・1油昭eS are  

exte11Sive．AzallStain，×320  

Fig．3．A spinalganglion of a moribund fish．Sma11round ce11sincreasein nしImber within  

theganglion・Thereis no re－ユーarkai）1e alteration of nerve ce】is an（壬nerve fibesl・・  

Azan stairl，×320  

Fi臥 4．Si）leen of tllelllOribしInこ1fisll．Ceroi（1and hemos；くierin・王aden n－aCrOl）l－ageS aCCutlluはte  

arotln（i抽et）uli）ic veinsin tile叩1een and al・Ound tllei）a11Creatic acinlgOlnginto抽e  

spleen．TllelmaCl・Ol）ll昭eS tend to acctl王】川1a仁e around t！1e blood vessels wi汁晶nlhe  

i）anCreaS． Extensive acct11mulation of t】1e nlaCrOPhages catlSeS aCinaI－ Cells rllarked  

p王・eS凱Ire at】●Ol）Ily－ SしIdan損ねcIくB stain，×200  

Fig．5．A s王Ⅵa】1Langer】1anS’islet of a】ⅥOribし111d f寮由．B・Cells 王1aVei11uCil，Al〔leilydel？LIC如iま1  

1〕OSitilre grantlles wi抽iIICytOI）lasnlS．】き一Cellsand otllel－islet celユsex‡1il）it noalterat；on．  

Aldellさ′de FucllSin stain，× 320   
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Expl乱れation of PlateIII  

Fig．1．Alal・ge Langerhans’islet ofamoribun（lfish．AilIう・Cells haveconsidel◆able numbel◆S  

ofÅ1dell〉′de Fuchsin】）OSitive gI・anules witl一重n cy廟）1asms・Thereisl－00l）Vious  

aItel・a仁ion of B・Cells a11d ot】1erislet cells．AldellydeIγuchsin stain，×う20  

Fig．2．Ålow－i〕OWer View of tllelくiくまney ogalⅥOribt‖1d fisi－．Most of the nei〕hl－onS an（1  

lleImatOl〕Oietic cells arelos仁a11d】・el）1aced wit圭一COI－】－eCtive tissue】〕rOdしほed王－－arl（e（11y  

an〔lcontainingla】・ge】1uml溌汀SOfceroid－1adel－汀頂CrOphages・Renalcori）uSCleseXhibit  

sollle khdofかonlerLllitis．Renalttlbtlies exhibit fol・maとionofca＄tandlil）01）唱Inellt  

（1叩OSition witIlin theel）ithelialceils．Cel・oi（1，CaSt andlii）Oi）唱1nen仁al・e王〕OSitive with  

Ålぐiellyde FucIISi11Stain． Aldehy（le Fuchsin stain，×20・Details of histol昭ICaI  

ch乙IngeS Of the kiくllley aI・eilltlStrated＼Vit】1tlle following figures・  

Fig．3．Nephroses．A glomerulusisin thel）rOCOSS Of（1estrし1Ctiol－一 決enaItubLlles prodtlCe  

PASj）OSitivecast containing sel〕aI・ate（lcelユs witl－in 抽elunnen・T、i－e tしIbules are  

汀伯rked】y dilated，aCCOITll）anylng】）1・eSSureat呵）圭一yan（lnecrosisof伽el）itheli…llcells・  

TlleilematOI〕Oietic tisstleis rei）laced witi－COnneCHve tissue・H・E stai王－，×200  

Fig．4．Giomerulitis．Glomerular capiilal・yis marlくedly dilated，aCCOm13anyingl）artial  

destructio！10f tile meSangimⅥ．Thebasal】Ⅵen－braneoft‡－eCaPSulebecomes tl－ickene（ま・  

PAS reaction，×320  

Fig．5．Glolnel・ulitis．Åglo王nerultlSeXhibits difftlSeeden－a柏usdissociationof抽e nleSangitlnl・  

acco－Ⅵpanylng王－－0（ieratel）1■oduction of t王－e tisstle・Ånumber ofloo‡）S areillVade（l  

w旧－t】－ei）王・Oduce（l】ユーeSan糾tlm a－－d ti－el・elユーail－ingloo】〕S al・e engOrged witI－l）loo（l・  

Tlle Ca】〕Suiar eI）itllelitlnlis flatte11ed． Moderate fibrosis occtll●rS arOund the ca王）Sule・  

｝トE staill，×320   



果．絡馳ミカーバチー症候瀾Ll  127   

Plate III  
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Expl孔n乱tion ofl）1ate王V  

Fi臥1．Glo111el・tIl；tis．Tllis glol¶erulus undergoes diffuse glomerulosclerosis cllal■acterizeこI  

l）さ′ a eXtel－Sive pl・odLICtion of t】－e －ユーeSanglum・Ntln－h禦・S Ofioo‡∋S al・einvolve（1  

w汀h＝1e111eSanglun－1）Ⅰ■Oduc仁ion・Fibl・OSisis extonsive at tlle VaSCulal・l）01e ofと11e  

col・】）tlSCle．H－E stain，×320  

Fi臥2．GIollleruIitis．T‡1isgioIⅥe】・も1lusexI－ib汀s dけ右1Se glomerulosclerosis・′rhis corpuscle  

h壬1S a tilicまくened basalllle王11‡）Ⅰ・ane Of tlle CaPSし11e ari（1extensive fibrosis al■ound t‡1e  

capstlie．PAS reaction，×320  

Fi臥3．Glonlerulitis．Twoc明）uSClesしIndel・卯11yaliniズation due to deI〕OSitiol－ Of al－yaIin  

su】）Sta】1Ce W；tllin t主1eghmeruii・Tl－eIlyalil－Sし11）StaI－Ceis sとained；Ⅰ・ed witl－Eosin，  

Congo】モeda】－（iAzan，brown witllVan Gieson，Ⅰ）in重くW旧－pASand noImetaC圭一rOrnagia  

w旧IMetll）′1Vioiet．CongoIミe（1stai11，×320  

Fi臥 4．N印hrosis．iそenalel）it】1elialceils油ow a exteIl油化 d印OSitioIlOf cel－Oi（land gluco・  

1il〕0】〕rOtein wi裾n the cytoま）1；lSm． Marlくe刑y damaged ce11s are sel）ar；1tedi11tO とl－e  

ユulnelland are11eCI・0とiズe（l．Al）rO（luction of connecとive tisstはis extensive witl－inthe  

llenl油叩Oietic tissue．St】（la11Black‡∋stain，×160  

Fi臥 5．Nel）IlrOSis．Some tubt11esllaVe CaSt Wi裾n tlle d旧ateこ王 ユu王】1en aCCOl】叩aIlyi11g e二〕ithelial  

atl・0！）h〉r．Otfler tul）し11esex‡libiとnlal・1（ed（iilatatioll．0】1e tul）tllellaS S仏′O11en epit‡1eミial  

ceils due to（Iel）OSition of fine gl・anules of gluco－1iI）Ol）rOtein．H・E stain，×200   
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Plate IV   




